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研究成果の概要（和文）： 
 わが国初の大規模女性コホート研究といえる日本ナースヘルス研究（JNHS）は、女性の生

活保健習慣と健康について検討する疫学研究である。全国の女性看護職を対象にベースライン

調査が行われ、全国の 49,928 名が回答した。このベースライン調査から、身体活動量、癌検

診への参加、閉経後ホルモン補充療法（HRT）の利用といった生活保健習慣の実態が分析され

た。自然閉経後女性における HRT 使用経験者の割合は 11.5％と、海外の女性コホート研究に

比べ極めて少なく、またその使用期間が短いことが大きな特徴であった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The Japan Nurses’ Health Study (JNHS) is a prospective cohort investigation of the 
effects of lifestyle and healthcare on women’s health. The study population comprises 
female registered nurse, licensed practical nurse, public health nurse, and midwife. 
The baseline survey was completed in 2007, and 49,928 women responded from all 47 
prefectures of Japan. We analyzed the lifestyle and healthcare such as physical activity, 
participation in cancer screening program, and postmenopausal hormone replacement 
therapy in the study population. The prevalence of HRT user was 11.5% in natural 
menopausal women that is considerably lower and the duration of HRT use was 
shorter than in the women cohort studies in other countries. 
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１．研究開始当初の背景 

従来から、生活習慣や保健医療行動が健康
に与える影響については、大規模疫学研究に
よって多くのエビデンスが提供されてきた。
それらの多くは、喫煙・飲酒・栄養・運動な
どの日常生活習慣や各種保健習慣のうち、男
女共通の要因を探索するものであった。しか
しながら、経口避妊薬やホルモン補充療法と
いった女性ホルモン剤の利用、妊娠中や閉経
期のビタミン剤や栄養補助剤の利用、乳がん
検診・子宮がん検診といった女性固有の保健
医療行動など、生活習慣のみならず保健医療
行動は男女で大きく異なる。また、月経、不
妊、妊娠、出産、閉経に関するリプロダクテ
ィブ・ヘルス、乳がんや子宮がんといった婦
人科系疾患など、標的となる健康事象も男女
で異なる。 
 
 
２．研究の目的 
 JNHS は、①生活習慣（喫煙、飲酒、睡眠、
運動、食事など）、保健習慣（検診、女性ホ
ルモン剤、ビタミン剤など）、身体状況（身
長、体重、ウエスト周長、検査値、出生時体
重など）、生殖機能関連事象、疾患既往歴、
家族歴（両親、姉妹）などについて、わが国
の女性における断面的実態把握を短期的な
目標とし、②前向きコホート対象者において
は、ベースライン調査および２年ごとの経時
観察調査を実施することで、これら生活保健
習慣や身体状況の経時変化を把握し、また健
康事象（生死、婦人科疾患・癌・循環器疾患
などの発症）との関連を検討することを長期
的な目標としている。これらから、最終的に
は、「女性の生涯ステージに応じた健康管理
のための疫学的根拠の確立」を目的とした研
究である。 
 2006～2009 年度に実施した当課題では、
大規模女性コホート研究としての対象者募
集を完了させて、日常生活における身体活動、
乳がんや子宮がん検診（内膜がん、頚がん）
の受検状況、閉経後ホルモン補充療法の利用
状況といった生活保健習慣の実態を検討す
ることとした。 
 
 
３．研究の方法 
①ベースライン調査：日本看護協会、47都道
府県看護協会、日本更年期医学会などの協力
を得て、全国に在住する 25 歳以上の女性看
護職有資格者（看護師、准看護師、保健師、
助産師）を対象に、自記式調査票を用いた郵
送法による調査を実施した。ベースライン調

査票には、研究概要説明書、継続調査同意書、
写真付き女性ホルモン剤リスト、および受取
人払い返信用封筒を同封した。 
 
②追跡調査：ベースライン調査時に、継続調
査に同意署名し、自宅住所など継続調査票郵
送先を記入した女性を対象に、2年に 1度の
継続調査票送付を行っている。また、これら
の前向きコホート研究対象者には、JNHS の進
捗状況報告や最近の女性の健康に関する研
究成果などの話題を載せたニュースレター
を、毎年郵送している。 
 
 
４．研究成果 
①ベースライン調査対象の募集 
平成 19 年 3 月末をもって新規の参加者募

集は完了した。全国全ての都道府県から対象
者を募集することができた。累積 49,928 人
のベースライン回答者のうち、2 年ごとの追
跡調査に参加する前向きコホート対象者は
約 1/ 3 であった（図１）。1999 年から開始し
ている群馬パイロット研究（GNHS）参加者を
あわせて、JNHS 前向きコホート対象者が多い
ところとして、大阪府（1,356 人）、群馬県（868
人）、愛知県（815 人）、福岡県（772 人）、神
奈川県（726 人）であった。また、当該年代
の女性人口あたりとして参加者が多い県は、
福井県、群馬県、徳島県、香川県、滋賀県の
順であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．30-59 歳の女性人口 1,000 人あたりの参加者人数 

 
 

②対象者の属性の分析（2006 年度） 
 2005 年度末までに回収したベースライン
調査票については、事前に定めたデータ管理
手順にしたがい、データ入力・チェックを
JNHS データセンターにて継続的に行った。年
度、データ解析は対象象者の属性の分布を中
心に実施した。回答者の看護資格では、看護
師が 39,132 人(81.3%)と最も多く、ついで准
看護師 5,006 人(10.4%)、助産師 2,736 人
(5.7%)、保健師(1.9%)、不明(0.8%)の順であ
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った。回答時年齢では、30 歳代 20,668 人
(42.9%)、40 歳代 17,322 人(36.0%)、50 歳代
7,885 人(16.4%)、60 歳以上 386 人(0.8%)で
あった。2005 年 4 月からは、対象者年齢を
30 歳以上から 25 歳以上に引き下げたが，30
歳未満の回答者が 562 人(1.2%)あった。 
 
③身体活動量および癌検診（2007 年度） 
 対象者の生活保健習慣の実態把握として、
身体活動レベルからのエネルギー消費量の
推定および各種検診の受診割合について分
析を行った。一日あたりのエネルギー消費量
は各身体活動強度での標準 METs 値と、その
活動時間、および体重から推定した。その結
果、各年代での中央値は、20歳代 1,875 kcal、
30 歳代 1,869 kcal、40 歳代 1,916 kcal、
50 歳代 1,897 kcal、60 歳以上 1,842 kcal
と年代間で大きな差はなく、今まで報告され
たわが国勤労女性の消費量と同程度であっ
た。しかし、全消費量に対する勤務中の消費
量の割合を検討したところ、20 歳代 32.5%、
30 歳代 31.1%、40 歳代 30.0%、50 歳代 28.1%、
60 歳以上 26.1%と、年齢が下がるにしたがい
勤務中の消費量の割合が高く、相対的にスポ
ーツや運動など勤務外での消費量が若い年
代では少ないことが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．一日あたり消費エネルギー量 (kcal) 

 
また、過去５年間の検診への参加は、胃癌

検診 40.2％、子宮体癌検診（内膜細胞診）
31.5％、子宮頚癌検診 49.9%、乳癌検診（マ
ンモグラフィーや超音波検査）15.9%、医師
による乳房触診 3.4%であった。一般女性での
乳癌検診受診割合 18%（H13 年国民生活基礎
調査）などに比較しても、必ずしも高いもの
ではなかった。 
 
④閉経後ホルモン補充療法（2008、2009 年度） 

閉経後ホルモン補充療法（HRT）は、更年
期症状緩和の第一選択治療として世界で広
く用いられている。各国の女性コホート研究
では、更年期症状緩和のほかに、ベネフィッ
トとして冠動脈疾患減少、大腸癌減少、骨粗

鬆症・骨折の減少、リスクとして乳癌増加な
どが報告されてきた。しかし、冠動脈疾患に
おける HRT の一次予防効果を検証しようと
した米国 WHI 臨床試験では効果はみられず、
試験の早期中止を 2002 年７月に報告した。
この報告は世界に大きな衝撃をあたえ、欧州
や北米の HRT 使用に影響を与えた。一方、
わが国では HRT 使用を正確に調査したもの
が少なく、近年のわが国における HRT 使用
実態は詳かではない。そこで、わが国での使
用実態を明らかにし、WHI 報告前後の利用
の変化をみた。 
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世界で先行する代表的な女性コホート研

究である NHS（米国）、WHI（米国）、MWS
（英国）での HRT 使用状況と比較する（図
３）。NHS の 1990 年調査においては、45-69
歳の閉経後女性での HRT 使用経験者は
49.5%、一般女性集団を対象にした WHI コ
ホート研究の 1993～1998 年ベースライン調
査においては、50-79 歳の閉経後女性での
HRT 使用経験者は 59.5%であった。また、
英国乳癌検診プログラムに参加した 50～64
歳の女性を対象にした MWS では、HRT 使
用経験者の割合は 50.0%と、欧米の各女性コ
ホート研究いずれでも閉経後女性の約半数
で利用経験があった。一方、JNHS ベースラ
イン調査では、45～64 歳の閉経後女性にお
ける HRT 使用経験者の割合は 13.3%（現使
用者 5.8%＋過去使用者 7.5%）、手術や薬剤に
よる人工閉経例を除いた自然閉経の女性だ
けでみても、使用経験者の割合は 11.5％（現
使用者 4.9%＋過去使用者 6.6%）と、やはり
1 割強の女性が HRT 利用の経験を有してい
た。これらの使用経験者割合は、前述の海外
のコホート研究での 1／３～１／４程度に過
ぎなかった。 

25-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳

わが国の HRT 使用の特徴は使用期間にも
あった。過去使用者における HRT 使用期間
を海外のコホート研究でみると、10 年以上に
及ぶ長期使用者は WHI で 40.1％と多く、



MWS でも 9.0％いた。また、使用期間が 5
年未満の短期使用者は、WHI で 22.2%、MWS
でも 67.6％に過ぎない。一方、JNHS では
HRT 過去使用者の 91.6%が 5 年未満の使用
であった（図４）。使用期間が短いことがわ
が国の HRT 使用の大きな特徴といえるだろ
う。これは、欧米諸国で広く普及していた長
期ヘルスケアとしての HRT 使用は、わが国
ではほとんどなかったことを示していると
考えられた。 

 
 

図４．HRT 使用期間の分布（HRT 過去使用者） 

 
⑤我が国 HRT 使用への WHI 報告の影響（2009
年度） 
 欧米の HRT 使用に大きな衝撃を与えた
WHI 試験早期中止報告について、わが国で
の影響をみるため、調査時年齢が 45～64 歳
の閉経前後の女性 16,669 人を対象に、使用
経験者割合と現使用者割合の年次変化を調
べた(図 5)。HRT 使用経験者割合の年次推移
をみると、2003 年まで増加傾向にあったも
のが 2003 年以降は横ばいとなり、また現使
用者割合は 2002 年をピークに、その後は微
減していた。 

 
図５．HRT 使用者割合の年次推移 

 
 次に、2002 年 7 月までの調査を「WHI 報
告前」、2002 年 8 月以降の調査を「WHI 報

告後」として、JNHS ベースライン調査デー
タを WHI 報告の前後で比較した(図 6)。閉経
後 HRT 現使用者の割合は WHI 報告前で
5.8%、WHI 報告後で 5.7%とほとんど変化は
なかった。しかしながら、過去使用者の割合
は WHI 報告前に 6.9%であったが、WHI 報
告後には 9.8%と有意な増加がみられ、わが
国でも WHI 報告の影響による使用中止が少
なからずあったと推察された。また、HRT
使用開始後 1 年未満の新規使用者の割合も
WHI 報告後には減少していた。使用される
エストロゲンの剤形では、結合型経口剤の割
合が減り、貼付型など経皮吸収剤の割合が
W

図６．HRT WHI 前  

 

など少なからず影響
あったといえる。  

者、研究分担者及び連携研究者に
下線） 

① 

HI 報告後に有意に高くなっていた。 

使用者割合（％）の 報告 後比較

このように、諸外国で報告された WHI 報
告後における HRT 現使用者の急激な減少は、
わが国ではみられなかったが、過去使用者の
増加、新規使用者の減少
が
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